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度が変更されている（ 第 9 図 ）．サンドブラスト前の計

算，実験ともに中心線平均粗さ Raは 1.6，また，サンド

ブラスト後の計算の Ra は 12.5，実験は9.5の結果である．

第 10 図に中心線平均粗さと効率低下量の関係を示す．図

中の





115IHI 技報　Vol.49  No.2 ( 2009-6 )

述の速度分布と同様に温度の分布が大きく変化する層が現
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　計算結果の一例を第 
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モデル化し，実際の使用環境に近い条件のもとで計算を行

うことが可能になっている．このため，CFD を活用すれ

ば，実験で確認できない現象や細部の流れに関する情報を

得ることができる．また，不具合が発生した際の有力な原

因究明のツールになる．振動や熱伝導など関連する物理現

象と連携・連成させることで，翼振動や熱応力，寿命評価

などの構造設計にも使用されている．

　しかし，定量的精度については，依然として


